
「マチコミ」による欠席等の報告について(本格運用開始) 
６月より、「マチコミ」アプリの機能を試験的に運用し、欠席等の報告をお願いしてまいりました。おか

げさまで、皆様に積極的にお使いいただいており、軌道に乗ってきたことを感じます。 

そこで、10 月より、アプリでの欠席等報告につきまして本格的に運用を開始いたします。基本的に使用

方法等で変わる事柄はございませんので、これまでと同様にご活用ください。 

１点だけ、変更がございます。報告後の「確認」返信を、廃止といたします(担当不在等により返信が遅

れ、ご心配をお掛けすることがあったため)。正しく送信できれば確実に届き、職員が確認しておりますの

で、ご安心ください。なお、通信障害等何らかの理由で届いてない、連絡の必要があるときなどの場合は、

これまでどおり学校から電話をお掛けすることがございます。ご承知おきください。 
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【 いのちと向き合い 見えない心の根を じっくりと伸ばす 】 

 どんぐり、とんぼ、いわし雲…小さい秋を体全体で感じながら、背 

伸びをした空の下で、子どもたちは笑顔で生活しています。 

前期から後期へ。くすの樹のように、見えない心の根をじっくりと伸 

ばすことを心がけてきました。 

２年生が講師を迎え、「花とお茶の授業」を行いました。花という 

いのちと出合った２年生は、自分の選んだ花の一輪とお話をする 

ように、じっくりと見つめました。そして、自分で作ったペットボトルの花 

器に、大事に大事に、そっと花を挿す姿がとてもすてきでした。 

「このお花、大好きだよ！」「この葉っぱの形が気に入ったよ。」「花びらの黄色がとっても好き！」「お花が

僕を選んでって話しかけてきたんだ。」…２年生の心からのコトバが教室に響く、豊かな時間となりました。 

【 重点目標 自分のコトバを とどけよう 】 

心が動くところに、自分のコトバが生まれます。友達との関わりの中で、子どもたちは心をたくさん動かす

体験を重ねてきました。運営委員さんの「にじプロジェクト」により、中央廊下にすてきなコトバの掲示が日増

しに増えています。いくつか紹介します。  

 〇音楽の時間、みんなとても楽しそうに歌っていました。 
  〇係の仕事を頑張っている人が多いので、いいなと思いました。 
  〇～さんが自分の悩みを聴いて、一緒に考えてくれた。 
  〇自分の目標にまっすぐ進んでいていいなと思いました。 
  〇掃除の時間に、みんなが隅々まできれいにしていた。 

  〇私が一人でいたときに、友達が声をかけてくれました。 
  〇みんなで外で鬼ごっこができてうれしかったです。 

10 月 10 日から、後期のスタートです。保護者面談では、短い時間の中で、お子様の成長や願いに

ついてお話しさせていただきました。前期の頑張りや成長を後期にしっかりとつなげ、くすの樹のように育って

いく子どもたちを、全職員で支えていきます。保護者のみなさま、地域のみなさま、後期もご協力をよろしくお

願いします。何か気になること、相談したいこと等ありましたら、学校までご連絡ください。 

  校長  四條 秀樹  


